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単位区分

1－ －

講義名 データセキュリティ特論（修士）

３Ｑ 月曜日 ５時限 W205演習室／３Ｑ 木曜日 ５
時限 W205演習室 一色　寿幸

単位 2選択

本科目は，データセキュリティに関し，社会の仕組みと技術の両面から学習する．
１）著作権保護
２）プライバシ保護と個人情報保護
３）タイムスタンプとブロックチェーン

授業の概要とテーマ

履修年度 2026

開講先(代表)

担当教員

データセキュリティに関する社会の仕組みと技術を学び，将来のデータ活用の課題と解決方向について考察する力をつける．

到達目標

Ａ･･･80～100点
Ｂ･･･70～79点
Ｃ･･･60～69点
Ｄ･･･59点以下

成績評価の基準

データ利活用，著作権保護，プライバシ保護，個人情報保護，ブロックチェーン

キーワード

なし

履修上の注意等(履修条件等)

開講期・曜日・時限・
教室

ナンバリング 配当学年 １年次

授業形態

授業貢献度（出席や議論への参加など）と講義中に出されるレポート課題を総合的に
考慮して評価する

テキスト

『指定しない』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

参考書

『指定しない』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

講義と，文献調査と議論を組み合わせる

授業の特徴

著作権管理技術とプライバシー保護技術

関連科目

対面実施形態 実務経験 実務経験なし

成績評価の方法



2－ －

授業計画 (主題)

データセキュリティの必要性と全体構図

著作権保護：社会の仕組み

著作権保護：技術と実際

著作権保護：まとめと議論

プライバシ保護：個人情報保護法

プライバシ保護：利用規約

プライバシ保護：匿名加工

プライバシ保護：秘密計算

プライバシ保護：機微データの活用

ブロックチェーン：基礎技術

ブロックチェーン：応用

ブロックチェーン：課題

データ活用の課題と解決議論１

データ活用の課題と解決議論２

データ活用の課題と解決議論３

定期試験は実施しない

第29回

第30回

第28回

第27回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第20回

第19回

第12回

第14回

第11回

第13回

第15回

第16回

第17回

第18回

第10回

第9回

第8回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第31回

(授業内容)

データセキュリティの侵害事例からデータセキュリティの必要性について学
ぶ

著作権保護の必要性と法的背景について学ぶ

B-CASを例にして，著作権保護の技術とシステムを学ぶ

著作権保護のエコシステムを学び，議論する

個人情報とプライバシの違い，個人の情報の活用と保護，改正個人情報法語
法やGDPRなど，プライバシ保護に関係する社会動向について学ぶ

プライバシポリシーと利用規約について演習を交えて学ぶ

個人特定情報を除去する匿名化技術について学ぶ

暗号化したままデータ分析を可能とする秘密計算技術を学ぶ

プライバシを保護しつつデータを活用する取組みの事例を学ぶ

タイムスタンプおよびブロックチェーンの基礎技術について学ぶ

ブロックチェーンの応用事例について学ぶ

ブロックチェーンの課題と，その解決に向けての取り組みについて学ぶ

論文を輪講して理解を深めるとともに，内容について議論する．

論文を輪講して理解を深めるとともに，内容について議論する．

論文を輪講して理解を深めるとともに，内容について議論する．

定期試験は実施しない．レポート等により評価する．



単位区分

3－ －

講義名 データセキュリティ特論（修士夜間）

３Ｑ 月曜日 ６時限 W205演習室／３Ｑ 月曜日 ７
時限 W205演習室 一色　寿幸

単位 2選択

本科目は，データセキュリティに関し，社会の仕組みと技術の両面から学習する．
１）著作権保護
２）プライバシ保護と個人情報保護
３）タイムスタンプとブロックチェーン

授業の概要とテーマ

履修年度 2026

開講先(代表)

担当教員

データセキュリティに関する社会の仕組みと技術を学び，将来のデータ活用の課題と解決方向について考察する力をつける．

到達目標

成績評価の基準

データ利活用，著作権保護，プライバシ保護，個人情報保護，ブロックチェーン

キーワード

なし

履修上の注意等(履修条件等)

開講期・曜日・時限・
教室

ナンバリング 配当学年 １年次

授業形態

授業貢献度（出席や議論への参加など）と講義中に出されるレポート課題を総合的に
考慮して評価する

テキスト

『指定しない』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

参考書

『指定しない』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

講義と，文献調査と議論を組み合わせる

授業の特徴

著作権管理技術とプライバシー保護技術

関連科目

対面実施形態 実務経験 実務経験なし

成績評価の方法



4－ －

授業計画 (主題)

データセキュリティの必要性と全体構図

著作権保護：社会の仕組み

著作権保護：技術と実際

著作権保護：まとめと議論

プライバシ保護：個人情報保護法

プライバシ保護：利用規約

プライバシ保護：匿名加工

プライバシ保護：秘密計算

プライバシ保護：機微データの活用

ブロックチェーン：基礎技術

ブロックチェーン：応用

ブロックチェーン：課題

データ活用の課題と解決議論１

データ活用の課題と解決議論２

データ活用の課題と解決議論３

定期試験は実施しない

第29回

第30回

第28回

第27回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第20回

第19回

第12回

第14回

第11回

第13回

第15回

第16回

第17回

第18回

第10回

第9回

第8回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第31回

(授業内容)

データセキュリティの侵害事例からデータセキュリティの必要性について学
ぶ

著作権保護の必要性と法的背景について学ぶ

B-CASを例にして，著作権保護の技術とシステムを学ぶ

著作権保護のエコシステムを学び，議論する

個人情報とプライバシの違い，個人の情報の活用と保護，改正個人情報法語
法やGDPRなど，プライバシ保護に関係する社会動向について学ぶ

プライバシポリシーと利用規約について演習を交えて学ぶ

個人特定情報を除去する匿名化技術について学ぶ

暗号化したままデータ分析を可能とする秘密計算技術を学ぶ

プライバシを保護しつつデータを活用する取組みの事例を学ぶ

タイムスタンプおよびブロックチェーンの基礎技術について学ぶ

ブロックチェーンの応用事例について学ぶ

ブロックチェーンの課題と，その解決に向けての取り組みについて学ぶ

論文を輪講して理解を深めるとともに，内容について議論する．

論文を輪講して理解を深めるとともに，内容について議論する．

論文を輪講して理解を深めるとともに，内容について議論する．

定期試験は実施しない．レポート等により評価する．


